
大阪公立

大
阪
公
立
大
学

橋
梁
研
新
聞

研究室活動紹介

同
窓
会
号

令
和
4
年

7
月
発
行

２
０
２
２
年
４
月
よ
り
、
大
阪
市
立
大
学
と
大
阪
府

立
大
学
が
統
合
し
、
大
阪
公
立
大
学
が
開
学
し
ま
し
た
。

学
生
数
に
つ
い
て
は
，
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
公

立
大
学
と
な
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
２
０
２
５
年
度

を
目
標
に
森
之
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
が
新
た
に
開
設
予
定
で

す
。
工
学
部
都
市
学
科
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

２
０
２
６
年
に
中
百
舌
鳥
キ
ャ
ン
パ
ス
に

移
転
す
る
予
定
で
す
。

大
阪
公
立
大
学

始
動

さ
ら
に
詳
し
い
情
報
は
、
下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳細は↓

薄
層
モ
ル
タ
ル
を
考
慮
し
たPCa

床
版

押
し
抜
き
せ
ん
断
試
験

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
，
合
計
約

50
体
も
の
押
し
抜
き
試
験
を
大
学
の
実
験
室
に
て
実
施
し
ま
し
た
．

本
研
究
で
は
，
プ
レ
キ
ャ
ス
トPC

床
版
に

お
い
て
，
高
さ
調
整
の
た
め
に
主
桁―

床
版

間
に
用
い
ら
れ
る
薄
層
モ
ル
タ
ル
の
厚
さ
や

強
度
，
ま
た
は
ス
タ
ッ
ド
の
強
度
や
本
数
が

主
桁-

床
版
間
の
合
成
効
果
に
及
ぼ
す
影
響

に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
．

２
０
２
２
年
度
土
木
学
会

関
西
支
部
年
次
学
術
講
演
会

令
和
４
年
度
５
月
２
９

日
に
，
修
士
１
年
生
６
名

が
投
稿
し
た
論
文
の
発
表

が
関
西
大
学
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
．
初
め
て
の
対
面

発
表
に
加
え
，
今
年
は
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
部

も
加
わ
り
，

新
し
い
形
式

に
準
備
段
階

か
ら
苦
戦
し

ま
し
た
．

先
生
，
先
輩

方
に
何
度
も
練

習
を
見
て
い
た

だ
き
，
当
日
は

そ
れ
ぞ
れ
過
去

一
番
の
プ
レ
ゼ

ン
を
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
． 卒

業
修
了
式

祝橋架設工事

ぶ
ら
土
木

大
学
公
認
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活
動
し
て
い
る

土
木
構
造
物
見
学
サ
ー
ク
ル
「
ぶ
ら
土
木
」
も

今
年
で
5

年
目
と
な
り
ま
し
た
．
今
年
度

は
，
”
祝
橋
架
替
工
事
現
場
”
に
て
パ
ネ
ル
ブ

リ
ッ
ジ
建
設
現
場
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。
ぶ

ら
土
木
サ
ー
ク
ル
で
は
，
現
場
な
ど
の
見
学
先

を
探
し
て
い
ま
す
．
お
進
め
の
場
所
が
あ
り
ま

し
た
ら
是
非
，
ご
紹
介
下
さ
い
．
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
．

川
田
工
業
株
式
会
社
，
阪
神
高
速
先
進
技
術
研
究
所
，
阪
神
高
速

道
路
株
式
会
社
，
首
都
高
速
道
路
株
式
会
社
，IHI

イ
ン
フ
ラ
シ
ス

テ
ム
株
式
会
社
、
ヒ
ノ
デ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
，

岩
手
大
学
（
杉
本
先
生
）
，
熊
本
大
学
（
森
山
先
生
）

研
究
室
活
動
紹
介

大
阪
公
立
大
学
橋
梁
工
学
研
究
室
で
は
，
一
年
を

通
し
て
ゼ
ミ
A

,

ゼ
ミ
B

,

ゼ
ミ
C

,

個
別
ゼ

ミ
，
年
末
ゼ
ミ
等
を
行
っ
て
い
る
．
ま
た
，
他
大

学
や
関
連
企
業
と
合
同
で
，
F

S

M

E

Ⅱ
（
座
屈

勉
強
会
）
，
橋
の
情
報
調
査
会
，
F

E

M

解
析
意

見
交
換
会
等
様
々
な
勉
強
会
に
参
加
し
ま
す
．

◆

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
A
（
前
期
）
毎
周
1

回

4

回
生
，
M

2

が
中
心
と
な
っ
て
，
弾
塑
性
力

学
の
基
礎
を
学
ぶ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
．

学
生
全
員
で
文
献
講
読
を
行
う

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
．
研
究
遂
行
に
あ

た
っ
て
の
周
辺
知
識
を
獲
得
し

ま
す
．
M

2
・

M

1

：
A

S

C

E

論
文
集
，
土
木
学
会
論

文
集
，
鋼
構
造
論
文
集
な
ど

/

4
回
生
：
橋
梁
と
基
礎
（
前

期
）

，
自
身
の
研
究
に
関
連
し

た
論
文
（
後
期
）

令
和
4

年
3

月

2

4

日
に
卒
業

修
了
式
が
行
わ

れ
，
学
部

4

年

生
6

人
，
修
士

2

年
生
5

人
が

卒
業

し
ま

した
．

◆

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
C
（
後
期
を
中
心
に
月
1

回
）

卒
業
研
究
，
修
士
研
究
の
節
目
に
，
研
究
の
進
捗

状
況
を
報
告
す
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
．

◆

L

u

n

c

h

M

e

e

t

i

n

g
（
通
年
）

活
動
報
告
書
を
提
出
し
，
研
究
の
進
捗
状
況
，
達

成
度
，
現
状
の
問
題
点
，
質
問
な
ど
に
つ
い
て
報

告
す
る
と
と
も
に
連
絡
事
項
を
確
認
す
る
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
．
ま
た
，
T

i

p

s

の
紹
介
（
解
析
，
実

験
，
リ
テ
ラ
シ
ー
）
を
行
い
ま
す
．

◆

C

A

D

勉
強
会

（
今
年
か
ら
）

C

A

D

の
技
術
を
身
に
つ
け

る
こ
と
た
め
，
C

A

D

の
使

用
方
法
が
記
載
さ
れ
た
本
を

学
生
で
割
り
振
っ
て
，
各
自

実
施
し
て
，
難
点
や
ポ
イ
ン

ト
等
を
ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め
，

発
表
す
る
勉
強
会
。

就
職
先

教
授山

口

隆
司

助
教林

厳

特
任
教
授

古
田

均

客
員
教
授

三
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幸
子

秘
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見

真
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Ｄ
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山
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Ｄ
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吉
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夏
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田
中

伸
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Ｍ
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健
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橋
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達
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平
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葵

福
辻

菜
絵

堀
井

い
ず
み

頼

健
鵬

李

若
曦

Ｍ
１池

田

未
来

尾
葉
石

海
渡

小
西

美
里

小
村

政
孝

関
本

将
貴

中
岡

健
太

鄒

瑩

銭

霖

Ｂ
４赤

星

花
奈

石
黒

陽
菜

木
山

大
聖

高
木

夢
菜

安
田

航
輔

山
田

蓮

教員 ４名
秘書 １名
博士課程 ７名
修士課程 １５名
４回生 ６名 計３３名

◆

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
B
（
通
年
）

毎
月
1

回

合成桁勉強会

ゼミB

教
員
に


